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�
������
� �����の研究は主に米国において進んでいるが，用語そのものの意味も研究者によっ
て見解が異なる．我が国では未だ独自の社会的文化的民族的背景からの示唆は得られていない段階
である．そこで今回，著者らの先行の報告を基に，��歳以上の高齢者��名へのアンケート調査から，
�
������
� �����の現状について質的因子探索型研究を行った．

高齢者における �
������
� �����の現状としては，【満足】【健康】【自己保存】【参加】【チャレン
ジ】【自負心】の �カテゴリーが抽出された．�健康・元気にむけて努力する�から【健康】，�過去も現
在も満足している�から【満足】，�満足している今の自分を，努力して維持させたい�から【自己保
存】，�社会や人との関わりに意味を見出している�から【参加】，�好奇心旺盛で前向き�から【チャレ
ンジ】，�高い自己評価とともにある自信�から【自負心】，の �カテゴリーであった．高齢者における
�
������
� �����の現状を明らかにすることは，新たな高齢者像の構築，医療・看護教育における高
齢者理解の一端に寄与することができる．

緒 言

我が国の総人口は，�		�年�	月現在 �億 �千万人
を超えてはいるが，その増加率は戦後最低である．
一方��歳以上の高齢者人口の総人口に占める割合
（以下，高齢化率とする）は，過去最高の�����を示
している��．老いや高齢者という言葉からは，身体
的，生理的能力や心的エネルギーの衰え，社会性の
低下等の既成概念が強い．しかし，介護保険制度が

始まり，��歳以上の人に占める認定者の割合は�		�

年度末で���
�であり，要支援から要介護 �までの
比較的軽度の人が�����を占めている��．この現状
をどの様に受け止めるかは受け手しだいだが，寝た
きり等の重度の介護状況に至っていない高齢者も相
当数存在している事も事実である．
高齢者を社会的弱者と位置づけるのではなく，病

気や障害を有していても，エンパワーメントや生産
性を持つ存在として捉える視点へとパラダイムシフ

トの必要性は迫られている��．
老化過程を前向きに捉える考え方として，���	

年代以降，主に米国において �
������
� �����の
研究は進んでいる��．���	年代には，欧米のプロテ
スタント文化圏における基本的価値である「自立

������������」と「生産性 � ��
�!�"�!#」の維持を
目標とする �
������
� �����の研究と運動は高齢者
の可能性を追求し，自立し，活動的な高齢者のライ
フスタイルが高齢者の社会的地位や評価を再び上昇
させ，多くの不可能を可能にしてきた����．
現在，�
������
� �����に関しては，老化長期縦

断研究によって，その条件の根底に活動理論をお
き，健康と長寿を基準に捉えたうえで満足を重要視

している $%�&� ���や �����の概念を �
������
�

�����と '�
%� �����の �つに分けることを提案
した (�)�ら 	�
�などの米国での研究が主流となっ
ている．従来の �����の退行的イメージから，否
定的側面のみでなく肯定的捉えに注目する流れも出
てきている．我が国では，嵯峨座���が，�
������
�

�����を規定する要件として長寿，健康，満足，活
動の �つを挙げている．米国の研究は，�
������
�

�����を，満足や幸福などの生活満足度指標の測定

により把握しようとする傾向があり�����，これらの
指標は客観性や裏づけとしてのデータや真実性に欠
ける���．また，我が国の文化・風土に即した社会
的文化的背景からの研究はなされていないのが現
状である������．地域を限定したうえで，後期高齢
者に焦点を絞り，後期高齢者にとっての �
������
�
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�����の意味を検討した報告�	�を我が国における
�
������
� �����に関する研究の嚆矢と考えたうえ
で，対象による比較検討を行う以前に，その対象や
地域の幅を拡充し，* �%��
�%!���の見地からも更

なるカテゴリーの精選の余地の検討も念頭に，分析
を進める必要性を認識している．カテゴリーの抽出
結果におけるデータの飽和の検討を加えていくこと
で，分析の真実性をより質の高いものにすることが
可能となる．そこで本研究においては，高齢者にお
ける �
������
� �����に関する現状把握を目的に，
調査項目を設定し，質的因子探索的に分析を実施
した．

用語の定義

�．「���������� 	
��
」の定義

「�
������
� �����」とは，年齢による喪失の衝
撃を最小限にくい止めながら，肯定的な分野拡大の
方法を見出し，人生に納得し満足して過ごしている
プロセスとして，加齢変化に上手く適応するために
いかに自己を調整しているかということに焦点をあ
てる����
�．

研 究 目 的

高齢者における �
������
� �����の現状把握を目
的とした．

研 究 方 法

�．デザイン

本研究は，質的因子探索型研究として，+
"� �� ���

の内容分析の技術に基づき，,�%
� , ������� -���

の内容分析を参考にして行った．

．研究参加者

� � � �県高齢者会合において同意の得られ
た者

� � � 総合病院 �施設において同意の得られ
た医療関係者

� � � ボランティアにて参加協力の意思を示
した地域住民

上記の �項目以上を満たした��歳以上の高齢者と
した．認知症状を有しているか，または日常会話が
成立しない場合に加えて，語句の用紙記入上での支
障のある者は該当から除外した．
�．データ収集方法

　� � �倫理的配慮

書面による依頼を前提とし，依頼時に，本研究に関

する参加協力は自由であり，データの処理には細心
の注意を払うこと，回答内容の外部への漏洩のない
こと，個人が特定されないことなどを明確に示した．

　� � 
調査方法

研究参加者（以下 参加者とする）に倫理的配慮を
記した書面による依頼に同意の得られた��歳以上の
高齢者��名（男性��名・女性��名で平均年齢
����

歳）を対象とした．自由記載を主とする半構成的質
問紙は，松本ら �	�の報告を参考に，エイジレス・セ
ルフの考え方や �
������
� �����に関する論文を整
理・検討したうえで作成し使用した．質問は，老化
過程における加齢変化に適応するための自己調整に
関するものであった（表 �）．

表 � 質問内容

　� � �調査期間

平成��年 �月�平成�
年��月．
　� � �データの分析方法

アンケート内容から内容分析の手法を参考にしな
がら類型化を進め，カテゴリー化を行った．

� � � � � 調査用紙から，内容要素によってデー
タを抜き出し，二つ以上の意味を含ま
ないようにデータを区切り，これを基

本データとした．
� � � � � 基本データから意味や表現が，同じコー

ドを �つのまとまりとして，コード化
を行った．

� � � � � すべての参加者の �次コードを類型化
し，�次コードとした．

� � � � � �次コードを，内容ごとに類型化し，サ
ブカテゴリーとした．

� � � � � サブカテゴリーの中心となる意味を

反映させた抽象度の高いカテゴリーと
なるようネーミングし，カテゴリーと
した．

　� � �真実性の確保

データ収集後の約 �ヶ月間，ほぼ隔週の割合で，
看護学，質的研究の専門家による審議を実施した．
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結 果

�
������
� �����の現状に着目しながら，内容分
析した結果，�カテゴリー，��サブカテゴリーが抽
出された（表 �）．以下，カテゴリーは，大きさの順

に【 】，［ ］で表示し，データは『 』で記載する．

表 � カテゴリー表

ひとつめのカテゴリー【健康】については，サブ

カテゴリー［健康に気をつけている］・［病気との折
り合いを付ける］・［ストレスをためない生活］で構
成されていた．
日常生活動作がある程度可能であり，手段的日常

生活動作ができるのであれば，�糖尿のコントロール
を日々気をつけている�として現在の一病や二病を
有する健康状態や身体の状況は気にしつつも受け容
れていた．『健康．畑を耕し，野菜を作り，ボラン
ティア・町内の世話で走り回ることが健康増進に繋

がっている』『病気をしないで健康な毎日がおくれ

るように毎朝 �キロほど歩く』といった表現のよう
に，積極的に自己の健康維持のために努力をしてい
る高齢者や自分なりに工夫して，健康や元気の維持
をコントロールしているかのような文章もあった．
現在の生活において，基盤となる満足感のもとに，
重要な意味を持っていた自身の健康や元気を表現し
たこのカテゴリーを，�健康・元気にむけて努力する�

として【健康】と命名した．

�つめのカテゴリー【満足】については，サブカ
テゴリー［自分の好きなことをしている毎日はま
ずまず楽しい］・［戦後の復興体験は良かった］・［い
ろいろなことがあるのが人生］で構成されていた．
『人それぞれの運命があると思います．若いころ大

変だった思い出は，年とともに楽しい思い出になっ

て残っています．』と表現しているように，過去にお
ける出来事を肯定的に評価し，その中で翻弄された
自分の人生さえも肯定して，過去と現在に至るその
プロセスも �良かった�と表現し，満足感を表した．

また，現在の年齢になって特に良かったことはない
と表現しながらも.『特別良いとは思わないが，生活

環境など周囲が良くなり，それを目の当たりに体験

できたこと』と纏めている．これらのことから �過
去も現在も満足している�として，このカテゴリー
を【満足】と命名した．

�つめのカテゴリー【自己保存】については，サ
ブカテゴリー［死は，その時が来たらぽっくり逝き
たい］・［いつも楽しく安寧でいたい］・［死は今後の

生き方］で構成されていた．『人間誰でも �度は死

ななければならない運命にあります．それがたとえ

何時であろうと，それが私に与えられた時です．』

と，与えられた人生を淡々と生きる姿が表現されて
いた．また，『生のための死．若々しくみずみずし
い生命に生まれ変わるための死と考える．』などの表
現をすることで，現状の自己保存を語ったことから
�満足している今の自分を，努力して維持させたい�

として，このカテゴリーを【自己保存】と命名した．

�つめのカテゴリー【参加】については，サブカ
テゴリー［家族や周りの人々に支えられている］・
［誰かのために何かをするということ］・［人との関
わりを大事にしている］・［余暇活動の充実］で構成
されていた．家族や友人，孫や子等が心の支えであ
り，『人情の通じる人と何人かと関わってもらえて
いると思う．』のように，人との関わりに意味を見
出していた．地域や社会に役立ちたい気持ちや，今
まで世話になった人への恩返しとして慈善を意識し

た文章も多い．�人との関わりを大事に思う� �人の役
にたちたい�などと表現をすることで，社会に参加・
関与するうえで，相互の関係における自己の存在を
再認識していた．これらのことから �社会や人との
関わりを大切にしている�として，このカテゴリー
を【参加】と命名した．

�つめのカテゴリー【チャレンジ】については，
サブカテゴリー［自分の思いを実現させたい］・［好
奇心・向上心を持つ］で構成されていた．『・・・

色々な研修会で目からうろこを感じたり，毎日の生

活の中で好奇心を揺さぶられたり，挑戦できないか

と動かされたり・・・』のように，自己の日常生活の
中で常に刺激を求めて，また刺激に敏感に反応する
ことで，自己への挑戦を続けている．これらのこと
から �好奇心旺盛で前向き�として，このカテゴリー
を【チャレンジ】と命名した．

�つめのカテゴリー【自負心】については，サブ
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カテゴリー［自立と自負心］で構成されていた．『人
に指図されることなく，自分で考え，自分で思うよ

うに・・・が楽しみ』のように，自立心が強く，自
己の思うがままに日常生活を送ることを楽しみと表

現していた．このことから �高い自己評価とともに
ある自信�として，このカテゴリーを【自負心】と命
名した．

考 察

�
������
� �����を規定する条件として長寿，健
康，満足，活動��
�と捉えられているが，高齢者の
平均的な姿としては，結構満足した生活を送ってい
る���といわれているように，【満足】は，これを支
持する内容でもあったと考える．人生における失調

要素の甘受後の老年的超越性���と重ねた時，老い
てもなお発達が重要な意味を持ち，その発達課題の
達成が老後の生きがいであり，例え課題を十分に達
成しなかったとしても，受容できることが，満足で
あり，それを保持したいと【自己保存】を表現して
いたと考えられる．
今回抽出された【健康】において，その意味は，

人によって異なるが，自身のテーマを満たすこと
で，健康を実感していると解釈したとも考えられる．

�
������
� �����における健康を検討する場合，医
学の観点からも健康を論じなければならない．無病
息災を目指す健康観ではなく，病気と上手く付き合
えるほうが一病息災で天寿を全うするという考え方
であり，現状の高齢者像に焦点をシフトして，できる
だけ上手く老いていきたいとする考え方である���．
/%���0���は，高齢女性の健康の意味として，自分
たちよりもより大きな存在との相互作用，自己受容，
ユーモア，柔軟性，利他主義という �つのテーマを
導き出した．そのテーマの中には，病気や障害その

ものと直接関わるキーワードがないことも今回の研
究結果同様に，健康と一言で括れない高齢者個々の
主観の相違を顕著に表しているとも考えられる．
抽出された【参加】には，帰属の他に，(�)�ら 
�

の提示する対人関係保持と非常に近い意味があると
考えられる．加えて，社会の中で役割を持ち，人と
関わり，相手のことをも考慮している．高齢者が役
割を持つということの意味には，地域社会や他者と
関わる事で村社会における帰属の意識に安堵感を覚

えつつ，そこで信頼されているまたは，頼られてい
ると感じることで生きがいを感じ，より活き活きと
人生を送ることも内包されている．高齢者というだ
けで社会のお荷物，受身などとみなしてはならず，
この時期にこそ，人間としての潜在能力や社会改革
の原動力を活用できるように，個人や社会の発想を

転換させねばならない���．高齢者を受け入れるべく
社会の側のシステムづくりやバックアップ体勢の充
実を促すということで社会への参加に重点を置いて
いる．それらは，�
������
� �����の概念を支持す

ると考えられる．
抽出されたカテゴリー【チャレンジ】では，活動

理論に基づいた �
������
� �����の意味に，挑戦
やチャレンジ精神などが包含されると考えること
は自然である．日本人の心には，生きる目的や意味
や価値が問題にされてきた文化的，民族的背景があ
り���，ただ漫然と生の流れに流されて来たのではな
く，喜びや哀しみなど感情の起伏や体験の変化を含
んでこそ，生の内容を豊かにする．時の流れにチャ

レンジという適度の抵抗感を加えることで，より高
い充実感を得ているものと言える．
自尊心は自己評価と深く関係しており，自己を価

値ある存在であると考えることで自らの重要性を実
感できるならば，意欲的，積極的かつ心理的な充実
感を持つことができるといわれている�	�．抽出され
た【自負心】にも高い自己評価や自己の特別視が感
じられ，自尊心を包含した自負と解釈できる．他者
に指図されることなく，自己の意思や判断を信じ，

行動を楽しむことの余裕さえ感じ取れる内容である
と言える．
老年期に繋がるための準備として壮年期を捉えた

場合，若崎ら �
�の報告している充実，準備，再考に
おける活動の充実や老いへの準備を通して自己の確
信へと移り変わり，それらが老年期における自己保
存や自負心へと移行することも考えられる．

ま と め

高齢者の �
������
� �����の現状としては，現実
の自己を受け容れることで，身体的健康という固定

観念に縛られることのない表現から �健康・元気に
むけて努力する�としての【健康】，過去と現在を含
めおいた表現から �過去も現在も満足している�とし
ての【満足】，時間的に遡った過去と現在における肯
定的状況を未来へ繋げる表現から �満足している今
の自分を努力して維持させたい�としての【自己保
存】，他者との関わりの中での自己として表現されて
いたことから �社会や人との関わりに意味を見出し
ている�としての【参加】，日常の小さな事から夢へ

向かっての表現も含めて �好奇心旺盛で前向き�とし
て【チャレンジ】，�高い自己評価とともにある自信�

としての【自負心】の �カテゴリーが抽出された．
�
������
� �����に関して，我が国の文化・風土

に即した社会的文化的背景からの研究はなされてい
ないのが現状である．著者らによる報告�	�を我が



高齢者における �
������
� �����に関する現状 
�

国における �
������
� �����に関する研究の嚆矢
と考えたうえで，高齢者という視点から �
������
�

�����の現状を質的に分析した．今回は，対象その
ものやその数また，データ収集方法の幅を拡充する

ことで，質的な分析には欠くことのできないカテゴ
リーそのものの精度を上げる * �%��
�%!���の手法
を組み入れ，現象を明らかにすることができたと考

える．今後，更に対象者の地域拡充や数の拡大を念
頭に �
������
� �����に関するデータの飽和へ向け
て分析を進めていくことが課題である．

本研究は，平成��年度川崎医療福祉大学総合研究の助成

を受けて行ったものの一部である．
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